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注目のイベント企画が勢揃い（抜粋）

日本の情報処理技術の “最先端” に触れられる
 20以上のイベントを実施します。乞うご期待！

の原動力となるような、選りすぐりの新進気鋭研究者が次々に登壇
自身の研究のプレゼンを行う弾丸トークイベント

聴講参加および講演論文集の予約申込・大会情報詳細はこちら
2016.2.10http://www.ipsj.or.jp/event/taikai/78/

参加申込が必要な
のでご注意下さい

×

慶應義塾大学
［横浜市港北区日吉3-14-1］矢上キャンパス

『超スマート社会への扉』

11日   9：30 -12：00 ：パネル討論

キーとなるメディア技術は何か。研究者に求められるものとは。
企業の第一線で活躍する論客を含む 3 名が激論。

11日 14：00 -15：00 ：講演

ディープラーニングの研究動向について概説した後、今後どのように人工知能全体の研究と融合
していくかについて述べる。

注目のDeep Learningと人工知能（AI）。その融合と未来を語る

：講演

2020 年の東京オリンピック・パラリンピックに向けて研究が加速している当分野。
技術やその社会的な位置づけ、実証実験から社会実装まで、デモも交えてその魅力を紹介する。

デモンストレーションも実施！　音声翻訳研究のすべてが分かる
12日   9：30 -12：00

12日 13：00 -15：00 ：パネル討論

加速する次世代の運転支援技術開発。官庁・自動車メーカー・電装品メーカー・ベンチャー・
研究所・大学、各分野からパネリストを招致。現状と課題、将来について議論する。

実用化目前 !?　次世代運転支援技術 最先端の現状・課題・未来

12日 14：00 -15：00 ：講演

最近話題であるものの、実はその実態をあまり知られていないと言われる量子情報。
現状を把握し、今ある課題を打破するアプローチ手法を惜しみなく伝える。

どう役立てるの？  目標設定は？  話題の量子コンピュータを理解する

その他、 ・論文必勝法 ～一流論文のための羅針盤～
   ・マイナンバー制度は万全か？  サイバー攻撃の脅威への対策と指針
   ・2015年サイバー事件回顧録～技術と法制度の両面から～　　など

若手研究者によるトークセッション「IPSJ-ONE」

事前予約申込締切

ポスト・ディズニー（ピクサー）のコンテンツ産業の行方
  ̶今後 10年のコンテンツ産業を支えるメディア技術は何か̶

Deep LearningとこれからのAI研究

2020年に向けた音声翻訳の研究開発

日本のコンテンツ産業と技術研究者たちが、利益と業績を上げるには？
自動車の自動走行・高度運転支援技術開発の最前線

量子コンピュータ

12日 15：30 -17：30

情報学の専門家はもちろん、一般の方々も
最先端の研究を楽しく知る絶好の機会！ ぜひご覧ください！！

研究者人生を変えるステージがココにある
情報処理学会で活動している 39 分野の研究会およ
び IPSJ-ONE 企画・実施委員会による推薦，審査
により，分野を超えたインパクトを有する若手トップ
研究者を招待し，各 5 分の持ち時間で弾丸トークを
行います。

全国大会全国大会第
78
回

開
催
地

日

時 3.10 木 3.12 土

2016.
聴講参加者募集中!!

基 調 講 演
11日 13：00 -14：00　

我が国の強みを生かし、世界的に優
れた競争力を持つ研究者を結集し
て、少子高齢化社会における医療・
介護、エネルギー・資源制約等の様々
な課題に対する抜本的な解決をもた
らすために、いま、文部科学省・経
済産業省・総務省等が連携した新た
な研究開発計画が構想されている。
ここでは文部科学省による AIP を
中心に、その国家戦略を紹介する。

─  我が国の国家戦略とは ─
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〔表 2対向〕



〔前付最終〕

「情報処理」「情報処理 特集別刷」
amazonでご購入いただけます !

◀「情報処理」（毎月15 日発行）
各分野のトップレベルの方々が、最新技術を分かりやす
く解説しています。著名人による巻頭コラム、特集、解説、
報告、 連載、 コラムなど。
◆ 価格 1,730 円（税込）（55 巻 5 号より）
　 ※ 55 巻 4 号までは価格 1,728 円（税込）になります。

ご注文は  ⇒ http://www.amazon.co.jp/会誌編集部門 　E-mail: editj@ipsj.or.jp
Tel.(03)3518-8371　Fax.(03)3518-8375

「情報処理」特集別刷 ▶
会誌「情報処理」の特集記事のみを抜き出した別刷（冊
子）です。興味のある分野について手軽に読むこと
ができます。
◆ 価格 720 円（税込）

情報処理学会では、会誌「情報処理」「特集別刷」をオンライン通販サイト amazon でも販売しています。ぜひご利用ください。



〔目次前〕

IT Text シリーズ 情報処理学会編

オーム社 101-8460 東京都千代田区神田錦町3-1
TEL 03（3233）0641　FAX 03（3293）6224

http://www.ohmsha.co.jp/
本体価格（税別）は変更する場合があります。

新刊！！新刊！！

お申し込みは

コンピュータネットワーク
　松下 温・重野 寛・屋代智之 共著
　A5判／216頁／本体2,500円（税別）

音声認識システム
　鹿野清宏・伊藤克亘・河原達也・武田一哉・山本幹雄
　編著
　A5判／216頁／CD-ROM付／本体3,500円（税別）

ソフトウェア工学演習
　伊藤 潔・廣田豊彦・冨士 隆・熊谷 敏・川端 亮 共著
　A5判／228頁／本体2,800円（税別）

エージェント工学
　西田豊明・木下哲男・北村泰彦・間瀬健二 共著
　A5判／226頁／本体2,800円（税別）

ヒューマンコンピュータインタラクション
　岡田謙一・西田正吾・葛岡英明・塩澤秀和・仲谷美江 
　共著　A5判／240頁／本体2,800円（税別）

オペレーティングシステム
　野口健一郎 著
　A5判／240頁／本体2,800円（税別）

データベース
　速水治夫・宮崎収兄・山崎晴明 共著
　A5判／196頁／本体2,500円（税別）

情報リテラシー
　海野 敏・田村恭久 共著
　A5判／248頁／本体2,800円（税別）

認知インタフェース
　加藤 隆 著
　A5判／248頁／本体2,800円（税別）

プログラム仕様記述論
　荒木啓二郎・張 漢明 共著
　A5判／210頁／本体2,800円（税別）

情報と職業
　駒谷昇一・辰己丈夫・楠元範明 共著
　A5判／232頁／本体2,500円（税別）

アルゴリズム論
　浅野哲夫・和田幸一・増澤利光 共著
　A5判／242頁／本体2,800円（税別）

ソフトウェア開発
　小泉寿男・辻 秀一・吉田幸二・中島 毅 共著
　A5判／224頁／本体2,800円（税別）

基礎Web技術
　松下 温 監修／市村 哲・宇田隆哉・伊藤雅仁 共著
　A5判／200頁／本体2,500円（税別）

知識マネジメント
　大澤幸生 編著
　A5判／232頁／本体2,800円（税別）

情報セキュリティ
　宮地充子・菊池浩明 編著
　A5判／280頁／本体3,000円（税別）

コンピュータグラフィックス
　魏 大名・Carl Vilbrandt・Roman Durikovic・先田和弘・
　向井信彦 共著　A5判／280頁／本体3,000円（税別）

応用Web技術
　市村 哲・宇田隆哉・伊藤雅仁 共著
　A5判／210頁／本体2,500円（税別）

コンピュータアーキテクチャ
　内田啓一郎・小柳 滋 共著
　A5判／236頁／本体2,800円（税別）

コンパイラとバーチャルマシン
　今城哲二・布広永示・岩澤京子・千葉雄司 共著
　A5判／212頁／本体2,800円（税別）

情報とコンピューティング（一般教育シリーズ）
　河村一樹 編著
　A5判／218頁／本体2,500円（税別）

情報と社会（一般教育シリーズ）
　駒谷昇一 編著
　A5判／220頁／本体2,500円（税別）

人工知能
　本位田真一 監修　松本一教・宮原哲浩・永井保夫 共著
　A5判／200頁／本体2,500円（税別）

分散処理
　谷口秀夫 編著
　A5判／240頁／本体2,800円（税別）

インターネットプロトコル
　阪田史郎 編著
　A5判／272頁／本体2,800円（税別）

Linux演習
　前野譲二・落合 昭・生野荘一郎・塩澤秀和・高畠俊徳 
　共著　A5判／224頁／本体2,500円（税別）

情報システム基礎（一般教育シリーズ）
　神沼靖子 編著
　A5判／228頁／本体2,500円（税別）
　
組込みシステム
　阪田史郎 著　高田広章 編著
　A5判／280頁／本体3,000円（税別）

システムLSI設計工学
　藤田昌宏 編著
　A5判／242頁／本体2,800円（税別）
　
データマイニングの基礎
　元田 浩・津本周作・山口高平・沼尾正行 共著
　A5判／292頁／本体3,200円（税別）

自然言語処理
　天野真家・石崎 俊・宇津呂武仁・成田真澄・福本淳一 
　共著　A5判／192頁／本体2,500円（税別）

人画像処理
　越後富夫・岩井儀雄・森島繁生・鷲見和彦・井岡幹博・
　八木康史 共著　A5判／258頁／本体2,800円（税別）

Java基本プログラミング
　今城哲二 編　布広永示・マッキン ケネスジェームス・
　大見嘉弘 共著　A5判／234頁／本体2,500円（税別）

情報理論
　白木善尚 編　村松 純・岩田賢一・有村光晴・渋谷智治
　共著　A5判／248頁／本体2,800円（税別）

Java/UMLによるアプリケーション開発
　布広永示・高橋英男　共著
　A5判／208頁／本体2,600円（税別）

Javaオブジェクト指向プログラミング
　布広永示　編著
　A5判／280頁／本体2,800円（税別）

ユビキタスコンピューティング
　松下 温・佐藤明雄・重野 寛・屋代智之 共著
　A5判／222頁／本体2,800円（税別）

HPCプログラミング
　寒川 光・藤野清次・長嶋利夫・高橋大介 共著
　A5判／246頁／本体2,800円（税別）

確率統計学
　須子統太・鈴木 誠・浮田善文・小林 学・後藤正幸 共著
　A5判／264頁／本体2,800円（税別）

離散数学
　松原良太・大嶌彰昇・藤田慎也・小関健太・
　中上川友樹・佐久間雅・津垣正男 共著
　A5判／256頁／本体2,800円（税別）

情報ネットワーク（一般教育シリーズ）
　岡田 正・駒谷昇一・西原清一・水野一徳 共著
　A5判／160頁／本体2,300円（税別）

メディア学概論
　山口治男 著
　A5判／172頁／本体2,400円（税別）

情報とコンピュータ（一般教育シリーズ）
　河村一樹・和田　勉・山下和之・立田ルミ・岡田 正・
　佐々木整・山口和紀 共著
　A5判／176頁／本体2,200円（税別）

情報とネットワーク社会（一般教育シリーズ）
　駒谷昇一・山川 修・中西通雄・北上 始・佐々木整・
　湯瀬裕昭 共著　A5判／192頁／本体2,200円（税別）

数理最適化
　久野誉人・繁野麻衣子・後藤順哉 共著
　A5判／272頁／本体3,300円（税別）

情報通信ネットワーク
　阪田史郎・井関文一・小高知宏・甲藤二郎・
　菊池浩明・塩田茂雄・長 敬三 共著
　A5判／274頁／本体2,800円（税別）



［広告代理店］アドコム・メディア（株）　E-mail: sales@adcom-media.co.jp　
〒 169-0073 東京都新宿区百人町 2-21-27
Tel.(03)3367-0571　Fax.(03)3368-1519

❶封入希望月の前月 15日までに下記事項を記載の上、問合せ先
までお申し込みください。

　　❖会社名，担当者，連絡先（住所、Tel、Fax、E-mail）　❖封入希望号
　　❖サイズ　❖カタログの簡単な内容説明
　　❖割引対象にあたる場合はその旨記載ください。

❷封入希望月の遅くとも前月末日までに下記事項について手配を
お願いします。

　　❖カタログ見本を問合せ先までお送りください（PDF、Fax 可）。
　　❖納品業者をお知らせください。

❸納品日は封入希望月の 5日（土曜、日曜、祝日の場合は翌営業日）です。
日付指定にて必要枚数（20,000 枚）を印刷し指定の納品先へお
送りください。

　　※納品先は、お申し込み後にご連絡いたします。
　　※納品が遅れますと同封ができない場合がございます。その場合はキャン
　　　セルとさせていただきます。

❹カタログを同封した学会誌を発行日にお送りしますので、ご確
認ください。

❺後日請求書をお送りしますので振込手続きをお願いします。

お申し込み方法と掲載までの手続き 1 通あたり
約17.5 円！

毎月会員に配布している学会誌に貴社 /貴校のカタログや広告を同封し、直接読
者にお届けするサービスです。
通常のDMと異なり学会誌に同封しますので、読者の開封率は格段に上がります。
また，カタログ送付にかかるコストを最小に抑えることができ、なおかつ情報処
理を専門とする読者にターゲットを絞った効果的な案内を出すことが可能となり
ます。

？
カタログ同封
サービスとは？

サイズ：A4 判または A3 判二つ折り（その他についてはご相談ください）
用紙：色上質厚口（四六判 80kg）またはコート紙（四六判 90kg）相当

問合せ先

＊情報処理学会研究会主催、共催を含む

大学 / 研究所 / 賛助会員または情報処理学会主催・
共催事業は、下記のとおり割引料金が適用されます。

「情報処理」
カタログ同封サービスの
ご案内

 

大学や
共催事業は
さらに割引も！

一般社団法人情報処理学会 会誌編集部門　E-mail: editj@ipsj.or.jp
〒 101-0062 東京都千代田区神田駿河台 1-5　化学会館 4F
Tel.(03)3518-8371　Fax.(03)3518-8375

大学 / 研究所 / 賛助会員　　　
（基本価格の 40％ Off ！）

情報処理学会主催・共催事業＊

（基本価格の 80％ Off ！）

基本価格　350,000 円
　　　　　　　　　　 　　  （税込  378,000 円）

対象：全会員　23,000 通 配布
（正会員 / 名誉会員 / 学生会員 / 賛助会員）

210,000 円
 （税込  226,800 円）

70,000 円
 （税込  75,600 円）

一般社団法人

情報処理学会
Information Processing Society of Japan



〒169-0073 東京都新宿区百人町 2-21-27
TEL.03-3367-0571  FAX.03-3368-1519

本誌広告一手取扱い アドコム・メディア株式会社 定価 1730 円（本体 1602 円）

SPONSOR【GOLD】 SPONSOR【SILVER】

LINE株式会社

富士通株式会社株式会社とめ研究所 共催：慶應義塾大学

一般社団法人情報処理学会 事業部門　

101-0062 東京都千代田区神田駿河台1-5化学会館4F　
E-mail: jigyo@ipsj.or.jp　
Tel(03)3518-8373　Fax(03)3518-8375

株式会社フォーラムエイト 株式会社ドワンゴ 株式会社ＵＢＩＣ

問 合 せ 先

注目のイベント企画が勢揃い（抜粋）

日本の情報処理技術の “最先端” に触れられる
 20以上のイベントを実施します。乞うご期待！

の原動力となるような、選りすぐりの新進気鋭研究者が次々に登壇
自身の研究のプレゼンを行う弾丸トークイベント

聴講参加および講演論文集の予約申込・大会情報詳細はこちら
2016.2.10http://www.ipsj.or.jp/event/taikai/78/

参加申込が必要な
のでご注意下さい

×

慶應義塾大学
［横浜市港北区日吉3-14-1］矢上キャンパス

『超スマート社会への扉』

11日   9：30 -12：00 ：パネル討論

キーとなるメディア技術は何か。研究者に求められるものとは。
企業の第一線で活躍する論客を含む 3 名が激論。

11日 14：00 -15：00 ：講演

ディープラーニングの研究動向について概説した後、今後どのように人工知能全体の研究と融合
していくかについて述べる。

注目のDeep Learningと人工知能（AI）。その融合と未来を語る

：講演

2020 年の東京オリンピック・パラリンピックに向けて研究が加速している当分野。
技術やその社会的な位置づけ、実証実験から社会実装まで、デモも交えてその魅力を紹介する。

デモンストレーションも実施！　音声翻訳研究のすべてが分かる
12日   9：30 -12：00

12日 13：00 -15：00 ：パネル討論

加速する次世代の運転支援技術開発。官庁・自動車メーカー・電装品メーカー・ベンチャー・
研究所・大学、各分野からパネリストを招致。現状と課題、将来について議論する。

実用化目前 !?　次世代運転支援技術 最先端の現状・課題・未来

12日 14：00 -15：00 ：講演

最近話題であるものの、実はその実態をあまり知られていないと言われる量子情報。
現状を把握し、今ある課題を打破するアプローチ手法を惜しみなく伝える。

どう役立てるの？  目標設定は？  話題の量子コンピュータを理解する

その他、 ・論文必勝法 ～一流論文のための羅針盤～
   ・マイナンバー制度は万全か？  サイバー攻撃の脅威への対策と指針
   ・2015年サイバー事件回顧録～技術と法制度の両面から～　　など

若手研究者によるトークセッション「IPSJ-ONE」

事前予約申込締切

ポスト・ディズニー（ピクサー）のコンテンツ産業の行方
  ̶今後 10年のコンテンツ産業を支えるメディア技術は何か̶

Deep LearningとこれからのAI研究

2020年に向けた音声翻訳の研究開発

日本のコンテンツ産業と技術研究者たちが、利益と業績を上げるには？
自動車の自動走行・高度運転支援技術開発の最前線

量子コンピュータ

12日 15：30 -17：30

情報学の専門家はもちろん、一般の方々も
最先端の研究を楽しく知る絶好の機会！ ぜひご覧ください！！

研究者人生を変えるステージがココにある
情報処理学会で活動している 39 分野の研究会およ
び IPSJ-ONE 企画・実施委員会による推薦，審査
により，分野を超えたインパクトを有する若手トップ
研究者を招待し，各 5 分の持ち時間で弾丸トークを
行います。

全国大会全国大会第
78
回

開
催
地

日

時 3.10 木 3.12 土

2016.
聴講参加者募集中!!

基 調 講 演
11日 13：00 -14：00　

我が国の強みを生かし、世界的に優
れた競争力を持つ研究者を結集し
て、少子高齢化社会における医療・
介護、エネルギー・資源制約等の様々
な課題に対する抜本的な解決をもた
らすために、いま、文部科学省・経
済産業省・総務省等が連携した新た
な研究開発計画が構想されている。
ここでは文部科学省による AIP を
中心に、その国家戦略を紹介する。

─  我が国の国家戦略とは ─

超スマート社会の
　　　　　実現に向けて
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教育コーナー：ぺた語義

連　載：ビブリオ・トーク

　　　   会誌編集委員会女子部

シニアコラム：IT 好き放題

会議レポート

学会活動報告

教育コーナー：ぺた語義

連　載：ビブリオ・トーク

　　　   会誌編集委員会女子部

シニアコラム：IT 好き放題

会議レポート

学会活動報告

災害科学と情報技術災害科学と情報技術  

安西祐一郎先生（本会元会長）インタビュー安西祐一郎先生（本会元会長）インタビュー

IT化と新聞
松村由利子

巻頭コラム

報告報告

解説解説

特集 震災 5年特別企画特集 震災 5年特別企画

音楽情報処理による障害者支援音楽情報処理による障害者支援小特集小特集
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